
天
台
系
論
書
に
引
用
さ
れ
る

　
　
　
　
『
無
量
寿
経
論
』
に
つ
い
て

辻
　
本
　
俊
　
郎

　
　
　
一
、
序

　
『
無
量
寿
経
論
』
（
以
下
、
『
論
』
と
す
る
）
に
関
し
て
業
績
を
挙

げ
て
い
る
稲
城
選
恵
は
『
論
』
に
は
「
古
来
よ
り
七
祖
聖
教
本
系

と
蔵
経
木
系
と
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
筆
者
は
、
こ
れ
に
対
し
て
『
論
』
テ
キ
ス
ト

の
字
句
の
異
同
、
改
行
な
ど
を
調
査
し
、
『
論
』
テ
キ
ス
ト
の
系

統
は
次
の
よ
う
に
跡
づ
け
た
。

Ａ
系
統
Ｉ
　
宋
・
東
禅
寺
版
、
開
元
寺
版
、
房
山
雷
音
洞
石

　
　
　
　
　
刻
本

　
　
　
２
　
宋
・
思
渓
版

　
　
　
３
　
宋
・
碩
砂
版
、
元
・
杭
州
版

Ｂ
系
統
　
　
高
麗
再
離
版
、
房
山
雲
居
寺
石
刻
本

Ｃ
系
統
　
　
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』

　
さ
て
、
『
論
』
は
多
く
の
諸
師
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
お
り
、

し
た
が
っ
て
、
『
論
』
が
如
何
に
重
要
な
書
物
で
あ
っ
た
こ
と
は

論
を
侯
だ
な
い
。
柴
田
泰
氏
は
、
『
論
』
の
流
伝
に
つ
い
て
浄
土

系
の
み
な
ら
ず
、
天
台
系
、
華
厳
系
、
律
系
、
法
相
系
、
密
教
系

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
論
書
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
　
し
た
が
っ
て
、
他
論
書
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
を
深
く
調
査
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
『
論
』
の
流
伝
を
解
く
手
掛
か
り
が
得
ら
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
小
論
で
は
天
台
系
、
す
な
わ
ち
、
智
顎
偽
撰
『
浄

土
十
疑
論
』
（
八
世
紀
後
半
）
、
宗
暁
二
一
五
一
－
一
二
Ｉ
四
）
『
楽

邦
文
類
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
テ
キ
ス
ト
は
果
し
て
上
記

の
ど
の
系
統
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
彼
此
照
応
し
て
資
料
的
な
問

題
解
決
の
一
指
針
と
し
た
い
。

二
、
『
浄
土
十
疑
論
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』

　
『
浄
土
十
疑
論
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。

一
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・
又
往
生
論
云
。
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
。

・
女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生
者
。
但
論
生
彼
国
。

・
故
往
生
論
云
。
言
発
菩
提
心
者
。
正
是
願
作
仏
心
。
願
作
仏

　
心
者
。
則
是
度
衆
生
心
。
度
衆
生
心
者
。
則
是
摂
衆
生
生
仏

　
国
心
。
又
願
生
浄
土
須
具
二
行
。
一
者
必
須
遠
離
三
種
障
菩

　
提
門
法
。
二
者
須
得
三
種
順
菩
提
門
法
。
何
者
為
三
種
障
菩

　
提
法
。
一
者
依
智
慧
門
。
不
求
自
楽
遠
離
我
心
貪
著
自
身
故
。

　
二
者
依
慈
悲
門
。
抜
一
切
衆
生
苦
。
遠
離
無
安
衆
生
心
故
。

　
三
者
依
方
便
門
。
当
憐
窓
一
切
衆
生
欲
与
其
楽
。
遠
離
恭
敬

　
供
養
自
身
心
故
。
若
能
遠
三
種
菩
提
障
。
則
得
三
種
順
菩
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

法
。
一
者
無
染
清
浄
心
。
不
為
自
身
求
諸
楽
故
。
菩
提
是
無

染
清
浄
処
。
若
為
自
身
楽
。
即
染
身
心
障
菩
提
門
。
是
故
無

染
清
浄
心
。
是
順
菩
提
門
。
二
者
安
清
浄
心
。
為
抜
衆
生
苦

故
。
菩
提
心
是
安
穏
一
切
衆
生
清
浄
処
。
若
不
作
心
抜
一
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

衆
生
。
令
離
生
死
苦
。
即
違
菩
提
門
。
是
故
安
清
浄
心
。
是

－
順
菩
提
門
。
三
者
楽
清
浄
心
。
欲
令
一
切
衆
生
得
大
菩
提
涅

槃
故
。

こ
こ
で
特
に
『
浄
土
十
疑
論
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』
が
何
系

統
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
表
（
次
頁
）
に
し
た
。

　
こ
の
表
か
ら
『
浄
土
十
疑
論
』
で
は
『
往
生
論
』
と
い
い
な
が

ら
も
『
論
』
の
み
で
な
く
、
『
論
註
』
の
文
を
も
引
用
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
『
浄
土
卜
疑
論
』
で
は

『
論
』
と
『
論
註
』
を
区
別
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
『
浄
土
十
疑
論
』
の
作
者
は
『
論
』
で
は
な
く
『
論
註
』
そ

の
も
の
を
見
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
『
楽
邦
文
類
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』

◇
『
楽
邦
文
類
』
巻
第
一
、
宗
暁

・
無
量
寿
論
　
往
生
側
及
五
門
修
法

・
無
量
寿
優
波
提
舎
論
一
巻
　
堂
字
函

　
婆
藪
婁
豆
菩
薩
造
。
元
魏
天
竺
三
蔵
菩
提
留
支
訳

・
天
親
論
女
人
根
欠
不
生
。

・
観
経
疏
間
曰
。
論
説
女
人
根
欠
不
生
。
此
経
葦
提
希
五
百
侍

　
女
同
生
云
何
。
日
論
説
女
人
根
欠
不
生
者
。
就
彼
為
言
。
生
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女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生

一
者
依
智
慧
門
。
不
求
自
楽
遠
離
我

心
貪
著
自
身
故
。

二
者
依
慈
悲
門
。
抜
一
切
衆
生
苦
。

遠
離
無
安
衆
生
心
故
。

三
者
依
方
便
門
。

憐
飽
一
切
衆
生
心
。

遠
離
恭
敬
供
養
自
身
心
故
。

（
中
略
）

一
者
無
染
清
浄
心
。
以
不
為
自
身
求

諸
楽
故
。
（
Ａ
系
統
）

不
以
為
自
身
求
諸
楽
故
。
（
Ｂ
系
統
）

二
者
安
清
浄
心
。
以
抜
衆
生
苦
故
。

三
者
楽
清
浄
心
。
以
令
一
切
衆
生
得

大
菩
提
故
。

Ａ
、
Ｂ
系
統

女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生

一
者
依
智
慧
門
。
不
求
自
楽
遠
離
我

心
貪
著
自
身
故
。

二
者
依
慈
悲
門
。
抜
一
切
衆
生
苦
。

遠
離
無
安
衆
生
心
故
。

三
者
依
方
便
門
。

憐
懸
一
切
衆
生
心
。

遠
離
恭
敬
供
養
自
身
心
故
。

（
中
略
）

一
者
無
染
清
浄
心
。

以
不
為
自
身
求
諸
楽
故
。

二
者
安
清
浄
心
。
以
抜
衆
生
苦
故
。

三
者
楽
清
浄
心
。
以
令
一
切
衆
生
得

大
菩
提
故
。

Ｃ
　
系
　
統

女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生

一
者
依
智
慧
門
。
不
求
自
楽
遠
離
我

心
貪
著
自
身
故
。

二
者
依
慈
悲
門
。
抜
一
切
衆
生
苫
。

遠
離
無
安
衆
生
心
故
。

三
者
依
方
便
門
。

当
憐
慾
一
切
衆
生
欲
其
楽
。
達
離
恭

敬
供
養
自
身
心
故
。

（
中
略
）

一
者
無
染
清
浄
心
。

不
為
自
身
求
諸
楽
故
。

菩
提
是
無
染
清
浄
処
。

若
為
自
身
楽
。

即
染
身
心
障
菩
提
門
。

是
故
無
染
清
浄
心
。

是
順
菩
提
門
。

二
者
安
清
浄
心
。
為
抜
衆
生
苦
故
。

菩
提
心
是
安
穏
一
切
衆
生
清
浄
処
。

若
不
作
心
抜
一
切
衆
生
。

令
離
生
死
苦
。
即
違
菩
提
門
。
曰
疋
故

安
清
浄
心
。

是
順
菩
提
門
。

三
者
楽
清
浄
心
。
欲
令
一
切
衆
生
得

大
菩
提
涅
槃
故
。

『
浄
土
十
疑
論
』
に
引
用
さ
れ
た
『
論
』

女
人
及
根
欠
二
乗
種
不
生

一
者
依
智
慧
門
。
不
求
自
楽
遠
離
我

心
貪
著
自
身
故
。

（
中
略
）

二
者
依
慈
悲
門
。
抜
一
切
衆
生
苦
。

遠
離
無
安
衆
生
心
故
。

（
中
略
）

三
者
依
方
便
門
。

憐
惑
一
切
衆
生
心
。

途
離
恭
敬
供
養
自
身
心
故
。

（
中
略
）

一
者
無
染
清
浄
心
。

以
不
為
自
身
求
諸
楽
故
。

菩
提
是
無
染
清
浄
処
。

若
為
身
楽
。

即
違
菩
提
是
故
無
染
清
浄
心
。

是
順
菩
提
門
。

二
者
安
清
浄
心
。
以
抜
衆
生
苦
故
。

菩
提
是
安
穏
一
切
衆
生
清
浄
処
。

若
不
作
心
抜
一
切
衆
生
。

離
生
死
苦
。
即
便
違
菩
提
是
故
抜
一

切
衆
生
苦

是
順
菩
提
門
。

三
者
楽
清
浄
心
。
以
令
一
切
衆
生
得

大
菩
提
故
。

『
論
註
』
（
『
論
』
本
文
も
含
む
）
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彼
国
者
。
浄
根
離
欲
故
無
女
人
。

　
－
・
無
量
寿
論
　
往
生
偶
及
五
門
修
法
天
親
菩
薩

　
　
世
尊
我
Ｔ
心
　
　
帰
命
尽
十
方

　
　
無
量
光
如
来
　
　
願
生
安
楽
国

　
　
観
彼
世
界
相
　
　
勝
過
三
界
道

　
　
究
竟
如
虚
空
　
　
広
大
無
辺
際

　
　
正
覚
阿
弥
陀
　
　
法
王
善
住
持

　
　
如
来
浄
華
衆
　
　
正
覚
華
化
生

　
　
愛
楽
仏
法
味
　
　
禅
三
昧
為
食

　
　
永
離
身
心
悩
　
　
受
楽
常
無
間

　
　
大
乗
善
根
界
　
　
等
無
機
嫌
名

　
　
女
人
及
根
欠
　
　
二
乗
種
不
生

　
　
衆
生
所
願
楽
　
　
一
切
能
満
足

　
　
故
我
願
往
生
　
　
阿
弥
陀
仏
国

　
　
我
作
論
説
偏
　
　
願
見
弥
陀
仏

　
　
普
共
諸
衆
生
　
　
往
生
安
楽
国

若
人
修
行
五
念
門
成
就
者
。
畢
竟
得
生
安
楽
国
土
見
阿
弥
陀
仏
。

　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
－

一
者
礼
拝
門
。
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
仏
。
為
生
彼
国
意
故
。
二
者

　
－
讃
嘆
門
。
口
業
讃
嘆
彼
仏
光
明
智
相
。
欲
如
実
修
行
相
応
故
。

　
　
　
　
－

三
者
作
願
門
。
心
常
作
願
。
Ｔ
心
専
念
畢
竟
往
生
。
欲
に
如
実
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

行
奢
摩
他
故
。
四
者
観
察
門
。
以
智
慧
観
察
。
欲
如
実
修
行
毘

婆
舎
那
故
。
一
観
察
彼
国
上
荘
厳
。
二
観
察
彼
仏
荘
厳
。
三
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

察
彼
諸
菩
薩
荘
厳
。
五
廻
向
門
。
所
有
功
徳
善
根
。
以
方
便
廻

向
摂
取
衆
生
。
不
捨
一
切
世
間
故
。
又
観
察
門
三
種
荘
厳
。
略

説
一
法
句
。
謂
清
浄
句
。
真
実
智
慧
無
為
法
身
故
。
菩
薩
如
是

修
五
門
。
自
利
利
他
。
速
得
成
就
菩
提
故
。

　
◇
『
楽
邦
文
類
』
巻
第
二

　
・
天
親
教
宗
也
。
無
量
論
有
求
生
之
偏
。

　
こ
の
中
で
、
『
楽
邦
文
類
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』
が
ど
の
系

統
に
属
す
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
役
を
果
た
す

の
が
次
に
挙
げ
る
箇
所
で
あ
る
。

　
①
　
「
無
量
寿
論
」
「
無
量
寿
優
波
提
舎
論
」

　
題
目
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
拙
稿
〔
二
〇
〇
〇
〕
で
扱
っ
た
の

で
重
複
す
る
の
で
、
詳
細
は
省
く
が
、
「
無
量
寿
論
」
と
い
う
の

は
、
『
論
』
に
註
を
施
し
た
曇
鸞
が
『
略
論
安
楽
浄
土
義
』
の
中

で
。
　
　
若
依
無
量
寿
論
。
以
二
種
清
浄
摂
二
十
九
種
荘
厳
成
就
。

と
記
し
て
い
る
の
に
一
致
す
る
。
ま
た
、
「
無
量
寿
優
波
提
舎
論
」

と
い
う
の
は
、
経
録
か
ら
す
れ
ば
、
費
長
房
撰
『
歴
代
三
宝
紀
』

一
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（
五
九
七
）
、
道
宣
撰
『
大
唐
内
典
録
』
（
六
六
四
）
の
あ
る
「
無
量

寿
優
波
提
舎
経
論
」
に
接
近
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
テ
キ
ス
ト

の
系
譜
か
ら
す
れ
ば
、
Ａ
系
統
１
「
無
量
寿
優
波
提
舎
経
」
が
最

も
近
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
－

　
②
　
「
堂
字
函
」

　
こ
こ
で
い
う
「
堂
」
と
い
う
の
は
千
字
文
に
よ
る
函
架
の
番
号

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
宗
暁
が
実
際
に
見
た
『
論
』
が
大
蔵
経
の

中
の
『
論
』
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
論
』

に
「
堂
」
と
い
う
函
架
の
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ａ
系
統
、

す
な
わ
ち
宋
版
系
統
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
系
統
・
高
麗

再
離
版
で
は
「
虚
」
、
房
山
雲
居
寺
石
刻
本
で
は
「
習
」
と
い
う

函
架
の
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
Ｉ

　
③
　
「
故
我
願
往
生
」

　
Ａ
系
統
　
「
故
我
願
往
生
　
阿
弥
陀
仏
国
」

　
Ｂ
系
統
　
「
故
我
願
往
生
　
阿
弥
陀
仏
国
」

　
Ｃ
系
統
　
「
是
故
願
生
彼
　
阿
弥
陀
仏
国
」

と
な
っ
て
お
り
、
Ｃ
系
統
、
す
な
わ
ち
、
『
論
註
』
に
引
用
さ
れ

る
『
論
』
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
④
　
二
者
礼
拝
門
」

　
　
Ａ
系
統
　
二
者
礼
拝
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
Ｂ
系
統
　
二
者
礼
拝
門
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
Ｃ
系
統
　
二
者
礼
拝
門
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｂ
系
統
・
Ｃ
系
統
を
支
持
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

　
⑤
　
「
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
仏
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
Ａ
系
統
　
「
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
仏
如
来
応
正
遍
知
」

　
　
Ｂ
系
統
　
「
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
」

　
　
Ｃ
系
統
　
「
身
業
礼
拝
阿
弥
陀
如
来
応
正
遍
知
」

と
な
っ
て
い
る
。
宗
暁
は
こ
の
文
を
略
し
て
引
用
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
「
阿
弥
陀
仏
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
Ａ
系
統
を
支
持
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
－

　
⑥
　
「
二
者
讃
嘆
門
」

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
Ａ
系
統
　
「
二
者
讃
歎
」

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
Ｂ
系
統
　
［
二
者
讃
歎
門
］

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
Ｃ
系
統
　
「
二
者
讃
嘆
門
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｃ
系
統
を
支
持
し
て
い
る
。
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⑦
　
「
所
有
功
徳
善
根
以
方
便
廻
向
摂
取
衆
生
不
捨
一
切
世
間

　
　
　
－

　
　
　
故
」

　
　
Ａ
系
統
　
「
同
願
生
彼
安
楽
国
土
願
心
所
有
功
徳
善
根
以
巧

　
　
　
　
　
　
方
便
廻
向
摂
取
衆
生
不
捨
一
切
世
間
故
」

　
　
Ｂ
系
統
　
「
心
常
作
願
廻
向
為
首
成
就
大
悲
心
故
」

　
　
Ｃ
系
統
　
「
心
常
作
願
廻
向
為
首
得
成
就
大
悲
心
故
」

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
Ａ
系
統
と
Ｂ
・
Ｃ
系
統
で
甚
だ
字

句
の
異
同
が
激
し
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
訳
を
付
す
と
、
Ａ
系
統
で

は
、
「
同
じ
く
か
の
安
楽
国
上
に
生
ま
れ
る
よ
う
に
願
い
、
心
の

あ
ら
ゆ
る
功
徳
善
根
を
願
い
、
巧
方
便
廻
向
を
も
っ
て
作
願
し
、

廻
向
す
る
」
と
な
り
、
Ｂ
・
Ｃ
系
統
で
は
、
「
心
に
常
に
願
を
な

し
、
廻
向
す
る
こ
と
を
第
一
と
な
す
」
と
な
る
。
こ
こ
で
は
明
ら

か
に
Ａ
系
統
を
支
持
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
－

⑧
　
「
菩
薩
如
是
修
五
門
自
利
利
他
速
得
成
就
菩
提
故
」

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
Ａ
系
統
　
「
菩
薩
如
是
修
五
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
阿
珂

　
　
　
　
多
羅
三
貌
三
菩
提
故
」

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
Ｂ
系
統
　
「
菩
薩
如
是
修
五
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
阿
蒋

　
　
　
　
多
羅
三
貌
三
菩
提
故
」

　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
Ｃ
系
統
　
「
菩
薩
如
是
修
五
念
門
行
自
利
利
他
速
得
成
就
阿

　
　
　
　
押
多
羅
三
貌
三
菩
提
故
」

と
あ
る
。
「
五
門
」
と
「
五
念
門
」
と
の
違
い
で
あ
る
が
、
前
者

は
五
念
門
を
修
し
、
そ
の
行
が
成
就
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
こ

と
の
で
き
る
五
つ
の
功
徳
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
後
者
は
安
楽
国

上
に
生
ま
れ
る
た
め
の
実
践
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
文
で
は
、
Ａ
系
統
、
あ
る
い
は
Ｂ
系
統
を
支
持

し
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、

　
①
　
Ａ
系
統
、

　
②
　
Ａ
系
統
、

　
③
　
Ａ
系
統
、
あ
る
い
は
Ｂ
系
統
、

　
④
　
Ｂ
系
統
・
Ｃ
系
統
、

　
⑤
　
Ａ
系
統
、

　
⑥
　
Ｃ
系
統
、

　
⑦
　
Λ
系
統
、

　
⑧
　
Ａ
系
統
、
あ
る
い
は
Ｂ
系
統

を
そ
れ
ぞ
れ
支
持
し
て
い
る
。
多
少
の
混
乱
は
あ
る
も
の
の
、

『
楽
邦
文
類
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』
は
Ａ
系
統
で
あ
る
と
断
定

し
て
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
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四
、
そ
　
の
　
他

◇
『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
智
頭
偽
撰
（
七
世
紀
後
半
）

・
問
論
女
人
根
欠
不
生
。
（
中
略
）
　
論
説
女
人
根
欠
不
生
者
。

　
◇
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
妙
宗
妙
』
巻
第
六
、
知
礼
（
九
六
〇
－

一
〇
二
八
）

　
・
無
量
寿
経
論
。
今
云
往
生
論
是
也
。
天
親
所
造
有
十
七
成
就
。

　
　
至
第
十
六
大
義
門
成
就
中
。
偶
云
。
大
乗
善
根
男
。
等
無
識

　
　
嫌
名
。
女
人
及
根
欠
。
二
乗
種
不
生
。
長
行
釈
云
。
故
浄
土

　
　
果
報
離
二
種
識
嫌
過
。
一
者
体
。
二
者
名
。
体
有
三
種
。
一

　
　
二
乗
人
。
二
女
人
。
三
諸
根
不
具
足
人
。
無
此
三
種
過
故
名

　
　
離
識
嫌
也
。
名
亦
三
種
非
但
無
三
体
。
乃
至
不
聞
二
乗
女
人

諸
根
不
具
三
種
名
故
。
（
中
略
）
　
彼
論
二
乗
種
不
生
。
（
中

略
）
　
論
偶
女
人
根
欠
不
生
之
文
。

・
往
生
論
。
論
云
不
生
。

　
『
仏
説
観
熊
量
寿
仏
経
疏
』
、
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
妙
宗
妙
』
に

引
用
さ
れ
る
『
論
』
は
ど
の
系
統
の
『
論
』
を
見
た
の
か
を
示
す

手
掛
か
り
と
な
る
文
を
引
用
し
て
い
な
い
の
で
、
判
断
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
引
用
文
の
み
挙
げ
て
お

く
に
と
ど
め
る
。

五
、
ま
　
と
　
め

以
上
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

・
『
浄
土
十
疑
論
』
で
は
『
往
生
論
』
と
い
い
な
が
ら
も
『
論

　
註
』
の
文
を
も
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
、
『
浄
土
十

　
疑
論
』
の
作
者
は
『
論
註
』
そ
の
も
の
を
見
て
い
た
と
考
え

　
ら
れ
る
。

・
『
楽
邦
文
類
』
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』
は
Ａ
系
統
で
あ
る
と

　
考
え
ら
れ
る
。

・
『
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
疏
』
、
『
観
無
量
寿
仏
経
疏
妙
宗
妙
』

　
に
引
用
さ
れ
る
『
論
』
は
ど
の
系
統
の
も
の
を
見
た
の
か
、

　
判
断
で
き
な
い
。

註
（
Ｉ
）
　
稲
城
選
恵
〔
一
九
七
六
〕
。

（
２
）
　
拙
稿
〔
一
九
九
九
〕
。

（
３
）
　
柴
田
泰
〔
一
九
九
六
〕
。
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（
４
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
八
十
頁
中
。

（
５
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
八
十
頁
中
。

（
６
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
八
一
頁
上
。

（
７
）
　
「
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」
研
究
班
編
〔
一
九
九
九
〕
、
真
宗
教

　
　
　
学
研
究
所
編
〔
一
九
七
二
〕
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
一
五
〇
頁
下
。

（
９
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
一
五
一
頁
上
－
中
。

（
1
0
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
一
五
三
頁
中
。

（
Ｈ
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
一
五
五
頁
上
。

（
1
9
1
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
一
六
三
頁
中
－
下
。

（
1
3
）
　
『
大
正
』
四
七
巻
一
七
二
頁
上
。

（
1
4
）
　
『
浄
土
宗
全
書
』
一
巻
　
六
六
六
頁
上
。

（
1
5
）
　
『
大
正
』
四
九
巻
八
六
頁
上
。

（
1
6
）
　
『
大
正
』
五
五
巻
二
六
九
頁
上
。

（
1
7
）
「
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」
研
究
班
編
〔
一
九
九
九
〕
五
六
－

　
　
　
五
七
頁
。

（
1
8
）
　
『
大
正
』
三
七
巻
一
九
三
中
。

（
1
9
）
　
『
大
正
』
三
七
巻
二
二
八
中
。

（
2
0
）
　
『
大
正
』
三
七
巻
二
三
一
下
。

参
考
文
献

安
達
俊
英
〔
一
九
九
九
〕
‥
「
浄
土
三
部
経
」
と
『
往
生
論
』
」
『
佛
教
大

　
　
　
学
総
合
研
究
所
紀
要
別
冊
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
』

稲
城
選
恵
〔
一
九
七
六
〕
‥
『
浄
土
論
序
説
』
百
華
苑

岸
　
｝
英
〔
一
九
九
九
〕
≒
『
無
量
寿
経
論
』
校
異
の
意
義
」
『
無
量
寿

　
　
　
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
「
浄
土
教
の
総
合
的
研

　
　
　
究
」
研
究
班
編

柴
田
　
泰
〔
一
九
九
六
〕
一
「
中
国
仏
教
に
お
け
る
『
浄
土
論
』
『
浄
土

　
　
　
論
註
』
の
流
伝
と
題
名
（
一
）
」
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
十
一
号

柴
田
　
泰
〔
一
九
九
七
〕
一
「
中
国
仏
教
に
お
け
る
『
浄
土
論
』
『
浄
土

　
　
　
論
註
』
の
流
伝
と
題
名
（
二
）
」
『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
第
十
二
号

「
浄
土
教
の
総
合
的
研
究
」
研
究
班
編
〔
一
九
九
九
〕
一
『
無
量
寿
経
論

　
　
　
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所

真
宗
勧
学
寮
編
〔
一
九
二
五
〕
一
『
浄
土
論
註
校
異
』
真
宗
勧
学
寮

真
宗
教
学
研
究
所
編
〔
一
九
七
二
〕
‥
『
浄
土
論
註
総
索
引
』
東
本
願
寺

　
　
　
出
版
部

大
蔵
会
編
〔
一
九
六
四
〕
‥
『
大
蔵
経
－
成
立
と
変
遷
』
百
華
苑

高
瀬
承
厳
　
二
九
一
七
〕
‥
「
類
本
往
生
論
に
就
き
て
」
『
仏
書
研
究
』

　
　
　
第
二
九
号

辻
本
俊
郎
〔
一
九
九
九
〕
‥
「
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
考
」
『
無
量
寿

　
　
　
経
論
校
異
』
佛
教
大
学
総
合
研
究
所
「
浄
土
教
の
総
合
的
研

　
　
　
究
」
研
究
班
編

辻
本
俊
郎
〔
二
〇
〇
〇
〕
‥
「
『
無
量
寿
経
論
』
テ
キ
ス
ト
の
検
討
」
佛

　
　
　
教
大
学
仏
教
学
会
第
八
号

辻
本
俊
郎
〔
二
〇
〇
こ
Ｉ
「
『
無
量
寿
経
論
』
願
生
伺
の
文
献
学
的
研

　
　
　
究
」
佛
教
大
学
仏
教
学
会
第
九
号

幅
谷
　
明
〔
一
九
八
九
〕
‥
『
曇
鸞
教
学
の
研
究
－
親
鸞
教
学
の
思
想
的

　
　
　
基
盤
－
〈
資
料
篇
〉
』

　
　
※
追
手
門
学
院
大
学
卒
業
後
、
筆
者
を
佛
教
大
学
大
学
院
へ
と
進

　
　
学
さ
せ
て
く
れ
た
亡
父
辻
本
政
一
　
（
二
〇
〇
一
年
十
一
月
十
四
日

　
　
遷
化
。
七
七
歳
）
に
こ
の
小
論
を
捧
げ
る
。
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